
本
日
は
謡
う
た
ひ「
俊
寛
」
明
日
は
ジ
ャ
ズ
短
き
秋
が
駆
け
足
で
去
る
　

 

逗
子
市
　
望
月
　
和
子

　
古
と
現
代
の
文
化
を
精
力
的
に
取
り
入
れ
よ
う
と
力
強
い
歌
。

「
あ
る
く
」「
あ
う
」「
あ
そ
ぶ
」
の
動
詞
に
生
き
む
と
て
初
日
を

拝
す
江
の
島
の
海
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
片
瀬
　
中
村
　
　
喬

　
韻
や
リ
ズ
ム
が
軽
や
か
に
本
質
を
突
く
。
下
句
に
臨
場
感
。

直
筆
の
年
賀
状
に
て
七
十
年
旧
知
の
友
と
生
尽
き
る
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
逗
子
市
　
湊
　
美
根
子

　
生
身
で
感
じ
る
こ
と
を
大
切
に
す
る
作
者
の
覚
悟
が
沁
み
る
。

糸
電
話
真
直
ぐ
に
張
る
姉
妹
午
後
の
ひ
か
り
の
縁
側
に
母

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
浜
市
　
矢
沢
　
寿
美

千
体
の
小
さ
き
地
蔵
の
上
に
散
る
散
華
の
よ
う
な
り
い
ち
ょ
う
落

葉
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
船
　
小
笹
岐
美
子

ふ
ふ
み
い
る
椿
見
つ
け
て
そ
の
白
き
肌
に
触
れ
む
と
指
先
の
ば
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
城
廻
　
塩
田
　
文
子

「
も
ど
か
し
い
」
こ
と
ば
響
け
り
母
親
の
い
て
も
た
っ
て
も
居
ら

れ
ぬ
悲
哀
（
横
田
め
ぐ
み
さ
ん
） 

常
盤
　
石
丸
　
迪
子

サ
イ
ク
ル
で
地
球
一
周
巡
る
ぞ
と
心
に
決
め
て
三
十
年
経
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
広
　
高
口
　
道
宏

足
馴
ら
し
の
千
歩
に
み
た
ぬ
買
物
は
無
人
売
場
の
葉
付
き
大
根

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玉
縄
　
杉
山
ま
す
ゑ

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
工
作
し
た
る
花
瓶
な
り
風
に
た
お
れ
た
小
菊
を

差
せ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
沢
市
　
青
木
寿
美
子

日
の
緩
む
鎌
倉
山
の
谷
戸
ふ
か
く
雉
鳩
四
・
五
羽
藪
こ
ぎ
を
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
　
石
川
　
詔
子

〈
天
〉
漱
石
忌
子
規
と
語
ら
ふ
笑
顔
見
ゆ 

城
廻
　
塩
田
　
文
子

　
こ
の
作
者
は
そ
の
頃
の
子
規
、
漱
石
を
よ
く
勉
強
し
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
。
私
も
漱
石
山
房
で
話
を
し
た
ば
か
り
。

〈
地
〉
朝
一
の
白
湯
は
両
手
で
冬
来
た
る 

腰
越
　
松
原
　
　
薫

　
真
冬
の
火
の
丁
寧
な
生
き
方
が
よ
く
表
現
さ
れ
て
い
て
、
表
現

に
無
駄
の
な
い
一
句
。

〈
人
〉
修
行
僧
並
ぶ
一
列
息
白
し 

大
船
　
添
田
　
洋
子

　
托
鉢
は
よ
く
見
か
け
る
風
景
で
あ
る
が
、
息
白
し
に
修
行
の
厳

し
さ
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

木
洩
れ
日
の
中
で
煌
め
く
石
蕗
の
花 

城
廻
　
増
田
　
陽
子

　
石
蕗
の
花
の
明
る
さ
、
眩
し
さ
を
更
に
加
え
る
内
容
を
一
句
に

し
た
。
写
生
の
利
い
て
い
る
作
品
。

雲
間
よ
り
初
冠
雪
の
富
士
雄
姿 

手
広
　
高
口
　
道
宏

　
富
士
山
は
日
本
の
誇
れ
る
山
。
特
に
初
冠
雪
は
正
に
勇
姿
。
省

略
が
利
い
て
い
る
句
。
　
　
　
　

夫
が
手
を
出
し
そ
う
な
柿
供
え
た
り 

藤
沢
市
　
青
木
寿
美
子

　
夫
の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い
る
作
者
で
あ
る
か
ら
こ
そ
で
き
た

句
。
ま
た
夫
好
み
の
柿
が
面
白
さ
を
増
し
た
。

冬
晴
れ
や
見
上
げ
て
探
す
友
の
里
　
　
　
　
腰
越
　
吉
田
　
昭
子

ビ
ル
街
の
入
り
日
の
早
く
冬
近
し
　
　
　
　
腰
越
　
小
河
　
哲
美

七
五
三
鼻
緒
食
ひ
込
む
吾
子
の
足
　
　
　
　
城
廻
　
横
山
　
初
恵

飾
り
捨
て
己
れ
曝
す
か
冬
の
月
　
　
　
　
　
寺
分
　
髙
橋
　
　
壽

柿
食
え
ば
佐
賀
の
も
ん
よ
と
妻
の
言
ふ
　
　
寺
分
　
松
本
　
賢
悟

鯛
焼
に
添
ふ
る
茶
柱
ひ
と
し
ほ
に
　
　
　
　
　
台
　
黒
岩
　
伸
幸

公
園
の
ネ
ッ
ト
に
枯
葉
し
が
み
つ
き
　
　
　
山
崎
　
篠
田
つ
ゝ
み

江
ノ
電
や
鎌
高
前
に
日
向
ぼ
こ
　
　
　
　
材
木
座
　
羽
賀
　
一
男

手
廂
に
富
士
と
江
ノ
島
冬
う
ら
ら
　
　
　
山
ノ
内
　
高
橋
　
　
仁

着
ぶ
く
れ
の
ラ
イ
ダ
ー
軽
き
音
の
こ
し
　
藤
沢
市
　
森
田
　
順
子

和
太
鼓
の
地
鳴
り
に
酔
い
し
秋
祭
　
　
　
藤
沢
市
　
三
浦
　
和
子

悔
し
さ
を
力
に
変
へ
る
初
日
か
な
　
　
　
　
片
瀬
　
中
村
　
　
喬

吹
き
晴
れ
て
飛
彈
の
山
河
を
鷹
の
舞
ふ
　
横
浜
市
　
矢
沢
　
寿
美

夫
の
忌
の
燈
明
揺
ら
ぐ
白
障
子
　
　
　
　
逗
子
市
　
西
尾
美
智
子

木
村
　
雅
子
　
選

星
野
　
高
士
　
選
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鎌
倉
朝
日

　　　

発
刊
協
力
グ
ル
ー
プ

　

朝
日
新
聞

　　　
サ
ー
ビ
ス
ア
ン
カ
ー

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
小
町

　
　
　
長
谷
一
―
一
―
九

 

☎
22
―
３
２
３
６

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
中
央

　
逗
子
市
久
木
一
―
一
―
一
一

 

☎
０
４
６
―
８
７
１
―
２
３
６
８

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
深
沢

　
　
　
常
盤
二
四
七
―
二

 

☎
31
―
１
４
４
４

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
西
部

　
　
　
玉
繩
一
―
一
四
―
一

 

☎
46
―
６
０
６
８

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
・
北
鎌
倉

　
大
船
四
―
二
一
―
二
〇
　
ア
ー
バ
ン

　
ハ
イ
ツ
１
Ｆ 

☎
38
―
７
３
２
２

Ａ
Ｓ
Ａ
腰
越

　
藤
沢
市
鵠
沼
藤
が
谷
二
―
一
―
二
二

 

☎
０
４
６
６
―
27
―
８
７
１
６

Ａ
Ｓ
Ａ
藤
沢
南
部

　
藤
沢
市
鵠
沼
藤
が
谷
二
―
一
―
二
二

 

☎
０
４
６
６
―
27
―
８
７
１
６

Ａ
Ｓ
Ａ
藤
沢
中
央

　
藤
沢
市
弥
勒
寺
三
―
一
二
―
一
一

 

☎
０
４
６
６
―
26
―
３
４
３
１

Ａ
Ｓ
Ａ
湘
南
鵠
沼

　
藤
沢
市
鵠
沼
海
岸
二
―
一
―
一
一

 

☎
０
４
６
６
―
34
―
６
９
２
４

Ａ
Ｓ
Ａ
逗
子

　
逗
子
市
久
木
一
―
一
―
一
一

 

☎
０
４
６
―
８
７
１
―
２
３
６
８

Ａ
Ｓ
Ａ
東
逗
子
・
追
浜

　
横
須
賀
市
浦
郷
町
二
―
六
八

 

☎
０
４
６
―
８
８
４
―
４
０
６
６

Ａ
Ｓ
Ａ
葉
山

　
三
浦
郡
葉
山
町
堀
内
一
八
◯
八

 

☎
０
４
６
―
８
７
５
―
０
５
１
５

Ａ
Ｓ
Ａ
金
沢
八
景

　
横
浜
市
金
沢
区
六
浦
三
―

一
―
一
〇

 

☎
０
４
５
―
７
０
１
―
８
６
１
６

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
北
部

　
横
浜
市
栄
区
笠
間
四
―
一
一
―
九

 

☎
０
４
５
―
８
９
１
―
０
９
８
６

鎌倉市中央図書館 （11月分）
　鎌倉市中央図書館(☎25･2611)は11月に一般120冊、
児童書 45冊を収蔵した。一般的なものは下記の通り。
　▼「ラトヴィアの図書館」吉田右子著　秀和シス
テム▼「日本往生極楽記」岩波文庫　慶滋保胤編　
岩波書店▼「蔦屋重三郎」別冊太陽　鈴木俊幸監修
　平凡社▼「マイナ保険証の罠」文春新書　荻原博
子著　文藝春秋▼「『地味な資格』だけで人生は豊
かになる」市川義一著　Gakken ▼「教員不足」岩
波新書　新赤版　佐久間亜紀著　岩波書店
　▼「65 歳からの長寿の家のつくり方」天野彰著
さくら舎▼「投資ゼロで老後資金をつくる」青春
新書 INTELLIGENCE　長尾義弘著　青春出版社
▼「15 人大家族うるしやま家のママ流笑顔がたえ
ない 36 の家訓」漆山佳月著　KADOKAWA
　▼「日本の果物はすごい」中公新書　竹下大学著
　中央公論新社▼「ザルとカゴを編む」稻垣尚友著
日貿出版社▼「ニッポンを楽しむ！春風亭一之輔の
江戸落語入門」NHKテキスト　春風亭一之輔講師
　NHK出版▼「10 分で心と体が変わるズルいラン
ニング」SUI 著　あさ出版▼「漱石思うがまま」北
脇洋子著　展望社▼「幸せな家族」中公文庫　鈴木
悦夫著　中央公論新社▼「極夜の灰」創元推理文庫
　サイモン・モックラー著　東京創元社▼「カテリー
ナの微笑」カルロ・ヴェッチェ著　みすず書房

▼
逗
子
の
市
（
雨
天
中
止
）

　
亀
岡
八
幡
宮
境
内
。

▽
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
１
月

24
日
８
時
〜
14
時
半
。
雑
貨

･

衣
類･

手
造
り
品
な
ど
約

20
店
。
▽
骨
董
市
25
日
７
時

半
〜
14
時
半
。

※
フ
リ
マ
・
骨
董
市
出
店
者

募
集
中
。
片
岡
方
☎
０
９
０ 

・
５
４
４
２ 

・
３
７
７
８

▼
大
船
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

▽
新
春
く
じ 

１
月
４
・
５

日
９
〜
15
時
。
▽
カ
レ
ン

ダ
ー
プ
レ
ゼ
ン
ト 

６
日
９

時
〜
先
着
50
人
。
▽
七
草
が

ゆ 

７
日
９
時
半
〜
限
定
50

食
。
▽
フ
ラ
ワ
ー
コ
ン
サ
ー

ト 

５
・
19
日
11
・
14
時
。 

▽
園
長
さ
ん
ぽ 

13
日
10
時
。

無
料
。
▽
バ
ラ
の
冬
剪
定
講

座 

11
日
10
時
半
・
13
時
半
、

無
料
。
▽
新
春
ス
ペ
シ
ャ
ル

コ
ン
サ
ー
ト 

12
日
11
・
14
時
。

入
園
料
４
百
円
。
☎
46
・

２
１
８
８

▼
新
年
賀
詞
交
換
会

　
1
月
５
日
11
時
〜
正
午
、

藤
沢
商
工
会
館
ミ
ナ
パ
ー
ク
。

３
千
円
。
藤
沢
市
秘
書
課
☎

０
４
６
６
・
25
・
１
１
１
１

▼
ふ
ら
っ
と
カ
フ
ェ
鎌
倉

　
誰
で
も
参
加
で
き
る
地
域

食
堂
。
▽
お
て
ら
食
堂
（
安

国
論
寺
）
１
月
５
日
12
時
半
。

▽
二
階
堂
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
17
日
17
時

半
。
▽
ソ
ン
ベ
カ
フ
ェ
22
日

16
時
半
。
各
大
人
５
百
円
、

中
学
生
以
下
無
料
。
要
予
約
。

渡
邉
方
☎
０
９
０・
５
１
９
９
・

１
６
５
４ fl atcafekam

aku
ra@gmail.com

▼
葉
山
町
制
施
行
１
０
０
周

年
記
念 

新
春
の
集
い

　
１
月
７
日
11
時
、
ロ
フ
ォ

ス
湘
南
（
湘
南
国
際
村
）。

記
念
動
画
の
上
映
、
葉
山
町

の
軌
跡
―
写
真
展
、
鏡
開
き

な
ど
。
千
円
。
葉
山
町
政

策
課
☎
０
４
６
・
８
７
６
・

１
１
１
１

▼
鎌
倉
ガ
イ
ド
協
会

▽
鎌
倉
七
福
神
巡
り
１
月

７
・
９
・
10
・
13
日
９
時
、

北
鎌
倉
駅
東
口（
円
覚
寺
側
）

集
合
。
約
４
・
５
㎞
。
８
百

円
。
▽
若
宮
大
路
か
ら
稲
村
ヶ

崎
、
か
ま
く
ら
道
を
歩
く
15

・
17
・
27
・
30
日
９
時
、
鎌

倉
駅
西
口
時
計
台
広
場
集

合
。
約
５
㎞
。
８
百
円
。

▽
ハ
リ
ス
記
念
鎌
倉
教
会
、

御
谷
、
国
宝
館
の
探
索
21
・

23
・
25
日
９
時
、
鎌
倉
駅
西
口

時
計
台
広
場
集
合
。
約
４

㎞
。
８
百
円
。
▽
北
条
最
後

の
若
君
、
時
行
伝
説
そ
の

２
18
日
９
時
半
、
鎌
倉
駅
西
口

時
計
台
広
場
集
合
。約
３・５
㎞
。

８
百
円
、
保
護
者
同
伴
小

中
学
生
無
料
。☎
24
・６
５
４
８

▼
鎌
倉
ユ
ネ
ス
コ
協
会

▽
バ
ザ
ー
１
月
12
日
10
〜
14

時
、
同
会
深
沢
倉
庫
（
深
沢

中
学
へ
上
る
手
前
の
信
号
右

折
の
長
屋
）。
※
献
品
受
付 

衣

類
・
着
物
・
雑
貨
・
支
援
用

食
糧
品
。
☎
44
・
９
８
３
０

▽
書
き
そ
ん
じ
ハ
ガ
キ
で
ア

ジ
ア
寺
子
屋
支
援
　
未
使
用

切
手
・
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー

ド
な
ど
も
。
鎌
倉
市
関
谷

３
８
７
―
13
鎌
倉
ユ
ネ
ス

コ
協
会
・
小
倉
宛
。
☎
０
８

０
・
６
６
０
２
・
９
４
９
８

▼
鎌
倉
風
致
保
存
会

▽
み
ど
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

１
月
18
日
御
谷
山
林
。
25

日
十
二
所
果
樹
園
。
各
９

時
20
分
現
地
集
合
。
☎
23
・

６
６
２
１

▼
北
鎌
倉
・
台
峯
の
緑
を
と

も
に

▽
山
の
手
入
れ
１
月
18
日
10

時
、
山
ノ
内
配
水
池
脇

▽
山
歩
き
19
日
９
時
、
山
ノ

内
公
会
堂
。
北
鎌
倉
台
峯

緑
の
会
。
☎
０
９
０
・
６
５

０
２
・
２
４
７
０

▼
Ｈ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
ス
ポ
ー
ツ

オ
ー
プ
ン
デ
ー

　
２
月
15
日
９
時
、
一
色
小

学
校
。
ピ
ッ
ク
ル
ボ
ー
ル
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
モ

ル
ッ
ク
、
ボ
ッ
チ
ャ
体
験
。

無
料
。
対
象
は
同
町
在
住
在

学
在
勤
者
。
１
月
26
日
ま
で

に
HP
で
申
込
。
葉
山
町
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
☎
０
４
６
・

８
７
６
・
１
１
１
１

　鎌倉・逗子・葉山の令和７年の新成
人は２，３０１人。
　この３地域の総人口は２５７,４９１人
（令和６年１２月１日現在）で、その
うち新成人の割合は約 0.89％。
　１月１３日各地域で成人式、成人の
つどいが開催される。

鎌倉・逗子・葉山 新成人

第
77
回
実
朝
忌
俳
句
大
会

　
１
９
２
７
年
（
昭
和
２
）
か
ら
始
ま
っ
た
全
国
規
模
の
俳

句
大
会
。
鶴
岡
八
幡
宮
の
実
朝
公
を
祀
る
白
旗
神
社
で
奉
告

祭
に
奉
納
（
当
日
句
会
な
し
）。
鎌
倉
同
人
会
主
催
。

　
実
朝
賞
、
鎌
倉
市
長
賞
な
ど
。
選
者
は
星
野
椿
さ
ん
、
松

尾
隆
信
さ
ん
、
宮
坂
静
生
さ
ん
、
安
田
の
ぶ
子
さ
ん
。

【
投
句
募
集
】
実
朝
忌
・
当
季
雑
詠
併
せ
て
２
句
（
未
発
表

作
品
、
何
組
で
も
可
）。
１
組
千
円
。

【
宛
先
】
横
浜
市
保
土
ヶ
谷
区
境
木
本
町
66
―
２
―

１
０
７
正
谷
民
夫
方
・
実
朝
忌
俳
句
大
会
事
務
局
☎

０
４
５
・
７
２
１
・
８
５
７
０
　
１
月
15
日
当
日
消
印
有
効
。

【
発
表
】
３
月
２
日
。
投
句
者
に
入
賞
作
品
一
覧
表
郵
送
。

　
趣
の
あ
る
昔
な
が
ら
の
家
は

何
と
も
言
い
難
い
素
晴
ら
し
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
鎌
倉
市
内
で
も
毎

年
趣
の
あ
る
家
が
壊
さ
れ
、
建

て
替
え
ら
れ
ま
す
。
理
由
は
隙

間
だ
ら
け
で
寒
い
・
瓦
が
重
い
・

サ
ッ
シ
に
し
た
い
・
和
室
は
い

ら
な
い
・
間
取
り
を
変
え
た
い
・

設
備
を
新
し
く
・
地
震
が
心
配

・
シ
ロ
ア
リ
の
被
害
な
ど
が
建

て
替
え
の
理
由
だ
そ
う
で
す
。

　
趣
の
あ
る
家
は
上
質
の
材
料

が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
柱
や
梁

も
本
物
の
木
で
、
檜
や
杉
の
無

垢
の
材
料
で
集
成
材
な
ど
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
昔
の
職
人
は
手

袋
を
し
て
仕
事
を
し
ま
せ
ん
、

手
の
油
が
鉋
を
掛
け
た
表
面
に

着
く
と
、
数
年
後
に
手
形
と
し

て
浮
き
出
て
き
ま
す
。
そ
の
た

め
、
仕
上
げ
た
面
に
砥
の
粉
と

い
う
土
を
塗
っ
て
あ
り
、
素
手

で
触
っ
て
も
手
油
が
つ
か
な
い

様
に
し
て
い
ま
す
。
完
成
す
る

と
そ
の
砥
の
粉
を
綺
麗
に
洗
い

落
と
す
の
で
す
が
、
そ
の
ま
ま

の
所
も
あ
り
見
栄
え
を
悪
く
し

て
い
ま
す
。

　
建
て
替
え
な
く
て
も
、
改
装

工
事
で
耐
震
補
強
か
ら
シ
ロ
ア

リ
対
策
、
間
取
り
の
変
更
ま
で

全
て
で
き
ま
す
。
必
要
な
資
金

も
金
融
機
関
か
ら
増
改
築
ロ
ー

ン
で
借
り
ら
れ
ま
す
。
在
来
工

法
で
建
て
ら
れ
た
家
は
数
百
年

棲
み
続
け
ら
れ
る
こ
と
を
強
く

お
伝
え
し
ま
す
。
合
板
・
ベ
ニ

ヤ
・
ペ
ン
キ
・
ビ
ニ
ー
ル
ク
ロ

ス
で
は
趣
は
持
て
ま
せ
ん
。
鎌

倉
の
街
並
み
に
自
然
に
溶
け
込

ん
で
い
る
趣
の
あ
る
家
を
一
軒

で
も
多
く
残
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
向
建
設
　
鎌
倉
市
大
船
１
―
15
―
３

☎
０
４
６
７･

47･

５
４
５
４
　http://www.hyuuga.co.jp

増
改
築
ロ
ー
ン

の
活
用

128

　鎌倉市観光協会が観光プロモーション
事業の一環で毎年行っている写真コンテ
ストで、今年で 29 回目。審査委員は写
真家・十文字美信さんら。
【応募方法】フォトコンテスト応募ページ
(www.kamakura-photo.org/contest) か
らデジタルデータで1月31日までに応募
（5MB 以内 /JPEG のみ）。詳細は HP。
発表は３月下旬～４月上旬。
【賞と賞品】最優秀賞、優秀賞、特別賞、
入選など計 25 点。来年のカレンダーに
も掲載予定。賞品はキャノン EOS R50
レンズキット、宿泊券など。
【問合せ】鎌倉市観光協会☎ 23・3050　
https://www.trip-kamakura.com/

「鎌倉」 プロモーションコンテスト 2025
今年のテーマは「ぜ～んぶ鎌倉」

　
１
月
25
日
14
時
、
藤
沢
リ

ラ
ホ
ー
ル
。

　
ウ
ィ
ー
ン
国
際
新
進
オ
ペ

ラ
歌
手
コ
ン
ク
ー
ル
第
１
位

な
ど
国
内
外
の
数
々
の
賞
を

受
賞
、
プ
ラ
ハ
国
立
劇
場
等

オ
ペ
ラ
公
演
に
出
演
。
現
在

東
京
芸
術
大
学
教
授
の
菅 

英

三
子
さ
ん
の
ソ
プ
ラ
ノ
・
リ

サ
イ
タ
ル
。
ピ
ア
ノ
は
奥
田

和
さ
ん
。
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー

ン 

歌
の
翼
に
／
シ
ュ
ー
マ
ン 

月
の
夜
／
ブ
ラ
ー
ム
ス 

寂
し

い
森
の
中
で
な
ど
。

　
４
千
円
。
同
ホ
ー
ル
☎

０
４
６
６
・
22
・
２
７
２
１

菅 

英
三
子
　
ソ
プ
ラ
ノ
・
リ
サ
イ
タ
ル

菅 英三子さん

　
鎌
倉
小
町
通
り
の
鎌
倉
彫
店

「
一
翆
堂
」
の
木
内
小
夜
子

さ
ん
（
77
）
が
１
月
21
〜
26

日
、
鎌
倉
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

で
鎌
倉
彫
喜
寿
展
を
開
く
。

　
同
店
は
先
代
・
木
内
翆
岳

が
１
９
５
５
年
（
昭
和
30
）

に
設
立
し
た
。
鎌
倉
彫
作
品

の
ほ
か
、
木
地
材
料
を
販
売

し
て
い
る
。
娘
の
小
夜
子
さ

ん
は
、
20
代
の
と
き
か
ら
家

業
を
手
伝
う
う
ち
に
鎌
倉
彫

の
道
に
入
っ
た
と
い
う
。
制

作
に
励
む
一
方
、
鎌
倉
彫
教

室
「
一
翆
会
」
を
主
宰
す
る
。

２
０
２
１
年
４
月
の
神
奈
川

大
学
み
な
と
み
ら
い
キ
ャ
ン

パ
ス
竣
工
記
念
に
鎌
倉
彫
の

「
校
章
丸
額
」（
直
径
60
㎝
、

厚
さ
４
．
５
㎝
）を
製
作
し
、

同
キ
ャ
ン
バ
ス
の
貴
賓
室
に

納
め
た
。

　
小
夜
子
さ
ん
の
集
大
成
と
し

て
の
初
の
個
展
で
、
昭
和
・
平

成
・
令
和
の
時
代
に
作
っ
た
作

品
、
大
皿
・
盆
・
花
器
・
箱
な

ど
喜
寿
に
ち
な
ん
で
77
点
を
展

示
。
今
回
の
た
め
に
制
作
し

た
レ
リ
ー
フ
（
70
×
１
０
０

㎝
）
や
お
手
製
の
表
具
と
仕し

覆ふ
くも
披
露
す
る
。「
活
力
あ
る

鎌
倉
彫
の
作
品
を
お
見
せ
し

た
い
」
と
小
夜
子
さ
ん
。

　
10
〜
17
時
、初
日
13
時
〜
、

最
終
日
16
時
ま
で
。
一
翆
堂

☎
22
・
３
７
６
９

　

集
大
成
の
鎌
倉
彫
喜
寿
展

   　

一
翆
堂
の
木
内
小
夜
子
さ
ん

男 女 計 前年比

鎌　倉 748 749 1497 73人減

逗　子 257 244 501 25人増

葉　山 149 154 303 13人減

「煌」径45cm令和元年作


